
第１章　個別施設の整備方針

１．計画の位置付け

　　　本計画は、公共施設等の更新、統廃合、長寿命化などの取組にあたり、「公共施設等総合管理

　　計画」の基本方針を踏まえ、さらに一歩踏み込んだ具体的な施設の整備方針を示すものです。

　　　国のインフラ長寿命化基本計画においては、公共施設等総合管理計画の下位に位置付けられて

　　いる「個別施設計画」に相当するものです。

２．計画の対象施設

　　　「公共施設等総合管理計画」では、消防施設のなかでも特に建物を対象としましたが、消防サ

　　ービスを提供する上では、消防車両、無線施設等も密接に関わっています。

　　　更新費用も建物以上に負担が大きく、「個別施設計画」の中では、対象施設を広くとらえて、

　　消防施設全般とすることが適当であると考えます。

　　　そこで、本計画の対象とする施設は、「公共施設等総合管理計画」で対象とした施設に加えて

　　消防車両、通信指令施設も対象としています。

　　　〚計画対象施設〛

消防本部及び消防署（分遣所）の庁舎、訓練施設

車庫及び資材庫

消防ポンプ自動車（水槽付きを含む。）、救助工作車

高規格救急自動車、指揮車（指令車）

消防救急デジタル無線設備

３．計画期間

　　　第１部の基本方針である「公共施設等総合管理計画」と同様に、2022年度（令和４年度）から

　　2051年度（令和33年度）までの30年間とします。

　　　ただし、今後の社会情勢や消防需要の変化等に柔軟に対応できるよう、計画期間内であっても

　　必要に応じて適宜見直しを行ってまいります。

第２部　個別施設計画

〇消防署（分遣所）

〇消防車両

〇通信指令施設
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第２章　個別計画

１．基本的な考え方

　　　現在保有している施設を同規模で改修・更新していく場合と、長寿命化計画（個別施設計画）を

　　実施していく場合では、今後の経費負担等を考慮すると長寿命化を基本としていかなければなりま

　　せんし、構成市町の財政状況も今後一層厳しくなることが想定されます。

　　　当組合においても、保有している施設ごとに次のとおり取り組んでまいります。

　（１）庁舎

　　　　当組合の建物は、「鉄筋コンクリート造」で法定耐用年数は50年ですが、目標耐用年数を10年

　　　間延長して60年を基本とします。

　　　①管内全体の消防力の向上や運用効率の改善につながる施設については、適正配置や規模により

　　　その効果を早期に発現させられるよう、目標耐用年数が経過していなくても整備を考慮すること

　　　とします。

　　　②これからも財源の確保は非常に厳しくなることが予想されますので、施設更新については耐用

　　　年数経過後に一律更新という考え方は現実的でないので、構成市町と協議を行い、財政負担の軽

　　　減及び平準化を図ってまいります。

　　　③上記の考え方をもとに、施設の長寿命化を基本に、消防需要を見極めながら、最も効果的な方

　　　法で施設の整備を行うこととします。

　（２）消防車両

　　　　消防活動には様々な車両が必要となりますが、このうち住民の生命保護で最も基本となるのが

　　　消防ポンプ自動車と救急自動車であると考えます。

　　　　本計画期間における消防車両の更新、整備に当たっては以下を基本方針とします。

　　　①全ての署所に消防ポンプ自動車と救急自動車を配備することを基本とします。

　　　②消防需要に応じて必要な水準の消防車両を配備し、適切な維持管理を行いながら供用期間中の

　　　確実な市場稼働を図るとともに、予防保全の考え方に基づき、適正な時期に整備更新を行います。

　　　　

　（３）通信指令設備

　　　　消防救急デジタル無線は、消防救急活動において、消防隊及び救急隊との連絡に欠かせない設

　　　備であり、適正な維持・更新が重要であると考えます。

　　　　デジタル無線設備は10年で更新されることになっていますが、更新費用も大きく財政面への影

　　　響も大です。

　　　　更新費用については、あらゆる角度から内容の検証を行うとともに、他の消防組合などからも

　　　情報収集を行い、費用の低減を行います。
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２．施設の劣化状況

　 （１）劣化状況の調査

　　個別施設計画の策定にあたり、計画対象とする消防施設のうち、予防保全型管理によって長寿命化

　すべき施設について、建物の劣化状況を把握するため現地調査を行いました。

〇令和３年11月 　西之表消防署　中種子分遣所　南種子分遣所

〇令和３年12月 　屋久島北分遣所　屋久島南分遣所

（２）調査の方法

　　現地調査では、次の部位ごとの劣化状況について目視で確認を行い、総合的に評価しました。

部位 内　　容

屋根 屋根の劣化状況

外装 外壁の劣化状況

内装 天井、内装、床等の状況

屋外 舗装、外溝等の状況

（３）調査の評価基準

評価 状　　態 経過年数

A 概ね良好 20年未満

B 部分的に劣化 20年～40年

C 広範囲に劣化し、安全上問題あり 40年以上

D 著しく劣化し、安全上、機能上に問題あり

（４）劣化状況

件名（施設名） 構　　造 法定耐用年数 経過年数 劣化状況

本庁舎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 30 B

訓練塔 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 15 30 B

庁舎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 B

庁舎(増築部分） 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 25 B

倉庫 木造 17 25 B

庁舎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 B

庁舎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 B

車庫 木造 17 17 B

訓練塔 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 30 D

庁舎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 B

救急車車庫 木造 17 18 B

資器材倉庫 木造 15 12 B

〇庁舎については一部ひび割れ・外壁の汚れなどはあるものの、安全上の問題は生じていません。

〇屋久島北分遣所の訓練塔は、鉄骨が腐食し使用できない状態です。早急に改修が必要と思われま

す。

西之表消防署

南種子分遣所

屋久島南分遣所

屋久島北分遣所

中種子分遣所
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第３章　施設ごとの整備計画

１．庁舎

（１）消防本部・西之表消防署

【所在地】 西之表市鴨女町248番地

建物 延床面積㎡ 構造 耐用年数 経過年数 取得価額（円）

庁舎 1990/3/27 H2.3.27 1,305 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 30 175,529,600

訓練塔 1990/3/27 H2.3.27 141 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 30 175,529,600

機械設備 1990/3/27 H2.3.27 15 18,863,420

通信指令設備 1990/3/27 H2.3.27 15 95,000,000

電気設備 1990/3/27 H2.3.27 15 30,206,800

【建物の整備指針】 　熊毛地区消防組合の中核となる施設である。建物及び附属設備は、平成２年３月に建

築しており、庁舎・訓練塔は耐用年数は経過していませんが、附属設備はすでに耐用年

数を経過しており、部分的な修理等が必要になってきています。

　また、現在の場所は、南海トラフ巨大地震が発生した場合は、浸水の恐れがあると想

定される地域であり、早急に対策を検討する必要があります。

【配置車両】 本部指令車、水上バイク及びトレーラー

指揮広報車、救急車２台、小型ポンプ付水槽車、災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車、

消防ポンプ付救助工作車、消防資機材搬送車

　西之表消防署の管轄範囲は広く、災害対応等の出動も多い地域です。

【配置人員】 本部　　　　　６名

西之表消防署　31名

　種子島地区の中核的な場所であり、車両・装備資機材及び人員の適正な配置を行う必

要があります。

建築年月日

庁 舎
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訓練塔
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（２）中種子分遣所

【所在地】 熊毛郡中種子町野間4310番地

建物 延床面積 構造 耐用年数 経過年数 取得価額（円）

庁舎 1988/9/7 S63.9.7 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 38,800,000

庁舎(増築部分） 1994/12/1 H6.12.1 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 25 36,965,000

倉庫 1994/12/1 H6.12.1 172 木造 17 25 1,887,600

電気設備 1988/9/7 S63.9.7 電気設備　 15 5,000,000

空調設備 1988/9/7 S63.9.7 冷房、暖房、通風又はボイラー設備 15 6,830,000

給水設備 1988/9/7 S63.9.7 給排水又は衛生設備及びガス設備 15 585,000

【建物の整備指針】　建物及び附属設備は、平成２年３月に建築しており、当初の建物は30年を経過し

ています。附属設備はすでに耐用年数を経過しており、部分的な修理等が必要にな

って来ています。

　庁舎の裏側の壁面には、少し亀裂が見られます。専門家による点検・診断を実施

する必要があると思われます。

　庁舎に付属している倉庫は、目標耐用年数は到来していませんが、今後補修が必

要になって来ると思われます。

【配置車両】 指揮広報車、高規格救急車２台、水槽付消防ポンプ車

動力ポンプ付10トン水槽車

【配置人員】 16名

建築年月日

478

庁舎正面側
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庁舎裏

倉 庫
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（３）南種子分遣所

【所在地】 熊毛郡南種子町中之上2456番地１

建物 延床面積 構造 耐用年数 経過年数 取得価額（円）

庁舎 1988/9/10 S63.9.10 305 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 38,900,000

電気設備 1988/9/10 S63.9.10 電気設備 15 5,200,000

排水設備 1988/9/10 S63.9.10 給排水又は衛生設備 15 6,800,000

【建物の整備指針】　建物及び附属設備は、平成２年３月に建築しており、庁舎・訓練塔は30年を経

過しています。附属設備はすでに耐用年数を経過しており、全面的な取替え又は

一部修繕修理等が必要になってきます。

　建物については、外壁が劣化しており、専門家による点検・診断を実施する必

要があります。

【配置車両】 指揮広報車、高規格救急車２台、水槽付消防ポンプ車、

小型動力ポンプ付水槽車

【配置人員】 16名

建築年月日

庁 舎
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（４）屋久島北分遣所

【所在地】 熊毛郡屋久島町宮之浦1593番地３

建物 延床面積 構造 耐用年数 経過年数 取得価額（円）

庁舎 1988/9/5 S63.9.5 305 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 48,700,000

車庫 2002/9/1 H14.9.1 36 木造 17 17 2,207,700

訓練塔 1990/3/27 H2.3.27 43 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 30 4,500,000

電気設備 1988/9/24 S63.9.24 電気設備　 15 5,000,000

給排水設備 1988/9/24 S63.9.24 冷房、暖房、通風又はボイラー設備 15 7,000,000

訓練棟改修工事 1993/8/5 H5.8.5 43 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 2,499,800

【建物の整備指針】 　庁舎は建築後30年経過しています。構造部分については問題ないと思われま

すが、外壁はかなり劣化しており、長寿命化のためにも外壁塗装が必要と思わ

れます。

　建物については、長寿命化を図るための点検・診断を実施する必要がありま

す。

【配置車両】 指揮広報車、救急車２台、タンク車、資器材搬送車

【配置人員】 16名

※　訓練塔は鉄骨であり、腐食等により現在使用できない状況です。できるだけ早く改修する必

　要があると思われます。

※　所在位置が宮之浦川沿いにあり、津波が発生した場合は危険な場所であり、早急に対策を検

　討する必要があります。

建築年月日

庁 舎
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庁舎及び車庫

訓練塔
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（５）屋久島南分遣所

【所在地】 熊毛郡屋久島町尾之間156番地

建物 延床面積(㎡) 構造 耐用年数 経過年数 取得価額（円）

庁舎 1988/9/24 S63.9.24 305 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 50 31 39,596,000

救急車車庫 2002/3/31 H14.3.31 28 木造 17 18 800,000

資器材倉庫 2007/5/21 H19.5.21 28 木造 15 12 800,000

【建物の整備指針】 　建物および附属設備は、平成２年３月に建築されており、庁舎は30年、救急

車車庫は18年、資機材倉庫は12年経過しています。

　庁舎の構造部分は問題ないと思われますが、外壁はかなり黒ずんでおり、保

全面からも外壁塗装を検討する時期に来ています。

　更新（建替え）時期を10年間延長するには、定期的な点検を実施し、予防的

な保全を行う必要があります。

【配置車両】 指揮広報車、救急車２台、タンク車

【配置人員】 16名

建築年月日

庁 舎
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倉 庫

倉 庫
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２．消防車両

（１）消防車両の配備状況（令和３年３月31日現在） （金額単位：円）

場所 車両種類 耐用年数 取得日 取得価額 稼働年数 簿　価

消防本部_警防課 本部指令車 5 2008/10/15 3,804,150 12 1

水上バイク及びトレーラー 4 2010/11/16 2,415,000 10 1

小型ポンプ付水槽車 5 2008/1/23 35,070,000 13 1

指揮車 5 2008/12/25 4,179,000 12 1

高規格救急自動車 5 2010/12/21 20,979,000 10 1

消防ポンプ付救助工作車 5 2014/11/19 105,300,000 6 1

高規格救急自動車 5 2018/2/15 31,784,400 3 12,713,000

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車 5 2020/2/19 84,150,000 1 67,320,000

消防資機材搬送車 5 2021/2/16 2,717,000 0 2,717,000

消防指令車 5 2004/9/28 3,244,500 16 1

高規格救急自動車 5 2006/3/24 34,366,500 15 1

高規格救急自動車 5 2015/2/18 37,087,200 6 1

動力ポンプ付10t水槽車 5 2017/1/31 50,976,000 4 10,195,200

水槽付消防ポンプ自動車 5 2020/1/10 77,550,000 1 62,040,000

水槽付消防ポンプ自動車 5 2008/3/12 34,650,000 13 1

消防指揮車 5 2008/11/19 4,147,500 12 1

小型動力ポンプ付水槽車 5 2012/12/5 37,380,000 8 1

高規格救急自動車 5 2012/2/13 30,975,000 9 1

高規格救急自動車 5 2019/2/13 20,466,000 2 12,279,600

救急車 5 2002/9/27 屋久島町貸与 18 －

指揮広報車 5 2006/3/13 屋久島町貸与 15 －

工作車 5 1999/1/29 屋久島町貸与 22 －

水槽付消防ポンプ自動車 5 2010/2/26 屋久島町貸与 10 －

高規格救急自動車 5 2017/12/8 屋久島町貸与 3 －

高規格救急自動車 5 2006/3/15 屋久島町貸与 15 －

高規格救急自動車 5 2015/11/25 屋久島町貸与 5 －

指令車 5 2018/1/30 屋久島町貸与 3 －

水槽付消防ポンプ自動車 5 2019/2/15 屋久島町貸与 2 －

合　　計 621,241,250

（２）消防車両の更新・整備の基本的考え方

　　〇全ての署所に消防ポンプ自動車と救急自動車を配備することを基本とします。

　　〇消防需要に応じて必要な水準の消防車両を配備し、適切な維持管理を行いながら供用期間中の確実な

　　正常稼働を図るとともに、予防保全の考え方の基づき、適切な時期に更新整備を行います。

　　　

（※）屋久島北分遣所と屋久島南分遣所の車両は、組合所有ではなく屋久島町役場の所有車両です。

西之表消防署

南種子分遣所

（※）屋久島北分遣所

（※）屋久島南分遣所

中種子分遣所
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（３）車両種類別計画

　　①消防ポンプ車（水槽付きを含む。）

　　　全ての消防署（分遣所）に配備し、使用期間・基本更新を15年を目安に更新します。

　　　そのために、車両本体については法定点検を含め、随時自主点検を行い、正常な稼働を確保します。

　　②救急自動車

　　　すべての消防署（分遣所）に配備し、使用期間・基本更新は12年を目安に更新します。

　　　そのために、車両本体については法定点検を含め、随時自主点検を行い、正常な稼働を確保します。

　　　救急車内の装備資機材については、直接人命に係る医療資機材のため、日常的に管理をする一方、除

　　細動器等については、確実な保守点検を行い、維持管理を行います。

　　③救助工作車

　　　使用期間15年を目安に更新を行います。

　　　そのために、車両本体については法定点検を含め、随時自主点検を行い、正常な稼働を確保します。

　　　現在、消防力の整備方針では基準数２台であるが、現有は西之表消防署配備の１台です。今後、車両

　　の増設を検討していきます。

　　④広報連絡車等（本部指令車等）

　　　使用期間15年を目安に更新を行います。

（４）車両更新費用

　　〇現在保有している消防車用等が、20年経過した場合の年度別更新費用を推計しています。

2019 2022 2023 2024 2026 2028 2030 2032 2034 2035 2037 2038 2039 2040 2041

系列1 8,600 12,46 21,23 3,244 76,58 81,85 63,18 68,35 105,3 80,93 50,97 79,25 20,46 161,7 2,717
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３．消防救急無線設備

（１）消防救急デジタル無線設備の配備状況（令和３年３月３１日現在） （金額単位：円）

設　　備 耐用年数 取得日 取得価額 10年経過日 経過年数 簿　価

牧之峯基地局デジタル無線設備 2015/3/31 123,013,541 2025/3/31 5 49,205,417

上之原中継局デジタル無線設備 2015/3/31 69,663,524 2025/3/31 5 27,865,412

宇宙ヶ丘基地局デジタル無線設備 2015/3/31 75,670,026 2025/3/31 5 30,268,014

南種子分遣所デジタル無線設備 2015/3/31 17,322,505 2025/3/31 5 6,929,005

安房基地局デジタル無線設備 2015/3/31 96,350,534 2025/3/31 5 38,540,216

永田基地局デジタル無線設備 2015/3/31 64,150,022 2025/3/31 5 25,660,010

栗生地区基地局デジタル無線設備 2020/3/31 22,156,000 2030/3/31 0 19,940,400

平内地区基地局デジタル無線設備 2020/3/31 22,943,000 2030/3/31 0 20,648,700

消防本部デジタル無線設備 2015/3/31 130,622,044 2025/3/31 5 52,248,820

西之表市役所デジタル無線設備 2015/3/31 60,868,022 2025/3/31 5 24,347,210

県熊毛支庁デジタル無線設備 2015/3/31 2,151,505 2025/3/31 5 860,605

中種子分遣所デジタル無線設備 2015/3/31 16,901,505 2025/3/31 5 6,760,605

屋久島事務所デジタル無線設備 2015/3/31 14,264,005 2025/3/31 5 5,705,605

屋久島北分遣所デジタル無線設備 2015/3/31 17,411,505 2025/3/31 5 6,964,605

屋久島南分遣所デジタル無線設備 2015/3/31 17,321,505 2025/3/31 5 6,928,605

屋久島北分遣所デジタル無線設備 2020/3/31 2,863,000 2030/3/31 0 2,576,700

屋久島南分遣所デジタル無線設備 2020/3/31 1,923,000 2030/3/31 0 1,730,700

合　　計 755,595,243

（２）基本的な考え方

　　　消防救急デジタル無線設備は、消防救急活動時に、通信室と消防隊及び救急隊を結ぶための災

　　害に強い無線通信システムで、消防救急業務になくてはならない設備です。

　　　現在の設備は、無線鉄塔、無線通信機器が収納局舎、非常発電設備等で構成されており、それ

　　ぞれの耐用年数が異なるため、無線業者からの資料を基に設備更新計画を作成し、計画的な更新

　　を予定していますが、設備に係る更新費用は多額であり、消防組合の財政に大きく影響します。

　　　消防救急デジタル無線設備は、他の施設（建物や車両等）のように長寿命化には適さないもの

　　にあたりますが、少しでも長期的に使用が出来るように各種部品等の交換修繕を計画的に行って

　　います。

　　　これからの設備更新にあたっては当消防組合の規模に本当にあったものであるかを様々な角度

　　から検討し、少しでも財政負担を軽減・平準化することが望まれます。

（３）設備別計画

　　①無線通信設備

　　　消防救急デジタル無線設備は、西之表市役所に無線回線制御装置を置き、本部（西之表消防署）

　　中種子分遣所、南種子分遣所、屋久島北分遣所、屋久島南分遣所に無線の遠隔制御装置を置き、

　　基地局との通信ができるようになっています。

　　②基地局

　　　デジタル無線基地局は、種子島に２か所、屋久島に２か所設置されています。屋久島の平内地

　　区と栗生地区には無線回線制御装置を介さない簡易基地局が設置されています。

（４）更新費用

　　　消防救急デジタル無線設備は、更新計画を業者からの資料を基に毎年度で見直しを行い、更新

　　には多額の費用が必要なため、構成市町へ説明を実施し、計画的な更新が望まれます。
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